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「みんなが楽しい運動会」 をめざして！
今週火曜日の代表委員会では、「運動会を成功させよ

う」の議題で、運動会のスローガン、全体練習の約束、

みんなでやってみたいことについて話し合いました。

スローガンについては、体育委員会が提案した『広げ

る絆』（男女、学級、学年を超えて助け合ったり、応援

したりして、今ある絆をもっと他の学年や学校全体に

広げる運動会にしたい）に決まりました。全体練習の

きまりは、時間を守ること。そして、そして、「運動会

を成功させるためにみんなでやってみたいこと」については、各クラスから「お互いに応

援する」「応援グッズを作る」といったことの他に、「全校のみんなで競技をしたい」と

いった意見もたくさん出てきました。時間の制約があるため、できることは限られていま

すが、私たち職員も一緒になって考え、「全校競技を１つ取り入れる」「それぞれの学年

で、（可能な範囲で）応援グッズを作ったり、応援を工夫したりする」ことを決めました。

また、私たち職員も、夏季休業中の職員会議で、「昨年度の内容でも十分よかったが、

例年通りにとらわれず、もっと御幸小らしい運動会、子供たちや先生たちのアイデアがつ

まった運動会にできないか」について話し合いました。一番検討したことが、例年行って

いる徒競走を継続するか、半日開催になり数年行っていない競争遊技にするか、です。

一人一人が精一杯走り、それをみんなが応援す

る徒競走。チームで協力して競い合う競争遊技。

どちらにも価値はありますが、本年度、御幸小が

大事にしている「お互いに関わり合うこと」「アイ

デアを出して工夫ができること」「運動会の中で、

子供たちにいろいろな競技を経験させたい」等の

理由から、本年度は、２～６年生は、徒競走はせ

ずに（１年生だけは、一人一人呼名しての徒競走

を実施します）、各学年ごとの競争遊技を実施する

こととしました。加えて、熱中症対策や練習期間短縮から、ラジオ体操を通常の準備運動

にしたり、入場行進を省略したりなど、これまでの運動会から、さらに変更している点も

あります。保護者の皆様のご理解・ご協力をお願いします。

さて、９月になっても毎日暑い日が続いています。運動会の練習については、なるべく

体育館を使い、運動場で練習する際も、途中に休憩を入れたり

待つ時間は日陰に入れたりしています。また、体育館横にミス

トシャワーを設置しました（用務員小栁先生の手作りです）。暑

さ指数の測定や健康観察も丁寧に行い、練習中に体調不良にな

らないよう十分気をつけています。各ご家庭では、お子さんの

がんばりを応援するためにも、十分な睡眠時間、そしてしっか

り朝食をとることをお願いします。 体育館横のミストシャワー↑
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気をつけよう！～ネット上への動画投稿～
動画アップの危険性については、１学期、４，５年生児童とその保

護者を対象に、外部講師を招いて学習会を行いました。

保護者の皆様には、お子さんが動画を投稿していないか確かめ、し

ているのであれば、危ない点はないか、再確認をお願いします。また、

今は投稿していなくても、今後のことを考え、以下の「動画投稿をき

っかけに起こる問題」をお子さんと確認してください。※ LINE 等で
友だちとやりとりする時も同じです。

①内容が不適切な場合、動画を見た人たちから避難のコメントが集まり

炎上する。個人情報を特定されて、動画と一緒に様々なサイトに掲載

されることもある。

②動画の背景から住所や居場所を特定され、会いに来られたケースもある。

③投稿された動画は簡単に保存できるので、いたずら目的で違うサイトに投稿されるこ

ともあり、そうなってしまったら全て削除することは難しい。

「あなたのからだはあなたのもの あなたのこころもあなたのもの」
８月２８日、福岡県生活安全課の性暴力アドバイザー 久世大介先生を招いて、高学年

児童を対象に、自分の体や心を守る学習（福岡県の性暴力対策アドバイザー派遣事業）を

行いました。内容を簡単にまとめると以下の通りです。

大人も含め、私たちはみんな、自分と相手との間に、目には見えない透明なバリア（入り込ん

でほしくない「境界線」）を持っていて、特に「体の境界線（プライベートゾーン）」については、

守らなければならない大事な約束がある。それは、①他の人のプライベートゾーンを見ない・さ

わらない。②自分のプライベートゾーンを見せない・さわらせない。（※お互いの気持ちを確認

せずに、勝手にこの約束をやぶることを「性暴力」という。）そして、この境界線がピンチの時

には、①「イヤ」だと相手に伝える。②味方になってくれる大人に話す。③その場を離れる。（味

方になってくれる大人は必ずいるので伝える）

最近のニュースでも話題になっていますが、性暴力の被

害にあった子供は、被害を周囲に隠すことが少なくありま

せん。ご家庭でも、自分の境界線を守ることや、相手の境

界線を勝手に超えないことなど、話題にしてみ

てください。※右のＱＲコードで、この学習の

際に使った動画等を見ることができます。

子供たちのよさ、あれこれ…


